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１．市長キャラバン概要 

（１）目的 

① 『かわまちづくり』に関する市民との共有認識を図る。 

② 河川整備や今後の親水事業に関する意見を広く集め、「かわまちづくり」の事業

計画の参考資料として活用する。 

 

（２）開催日時・会場・参加者 

期日 開始 終了 会場 参加者 

2 月 17 日(土) 18:00 19:30 平沼地区公民館 28 名 

 

（３）内容 

   ① 川の近くに暮らしていて良いと感じるところ、悪いと感じるところ、川に関す

るエピソードなど 

② 川の課題を改善する取組みや河川整備、川の良いところをさらに伸ばす取組み

など 

③ シール投票による重みづけ 

④ まとめ 
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２．川の近くに住んでいて感じること（共通認識） 

 

  

（１）良いと感じるところ 

○景観に関すること 

・景観が良い。 

・景観が良くて気持ちが良い。 

・景観が良く、散歩やジョギングに適して

いて良い。 

・土手に登ると夕日が綺麗。 

・橋の上から見える富士山がめちゃ綺麗。 

・水辺は気持ちが良い。 

・水音は心地よい。 

・江戸川河川敷の本多静六の森。 

 

 

・川の流れを見ていると落ち着く。 

・河川の近くは落ち着く。空気が良い。 

・水位を見ると自然を感じられる。 

・吉川には山も海も無いので、自然を感じ

る大切なもの。 

・川下、川上に興味が出て知りたくなる。 

・水鳥が多く、運が良いとカワセミも見え

る。 

 

○季節感 

・季節を感じられる。 

・四季を感じられる。 

・河川敷で四季を感じられる。 

・土手に上がると、四季折々の季節を感じ

ることができる。 

 

 

・春は桜、夏は釣り、秋は夕日、土手のウ

ォーキングが楽しい。 

・春に桜が綺麗に咲く。 

・夏の風が涼しい。 

・夏涼しく感じる。 

 

○堤防・ウォーキングコース 

・土手を歩くと気持ちが良い。 

・散歩ができる。 

・ジョギングができる。 

・河川のハイキングコース。 

 

 

・サイクリングでディズニーランドまで行

ける。 

・土手すべりができる。 

 

○イベント 

・ナマズのつかみ取り、どろんこ祭り。 

・魚釣りができる。 

・鮭の放流があり、素敵。 

・鮭の放流ができる。 

・鮭の放流を行っている。 

・自然に触れることができる。 

 

 

・打ち上げ花火が見られる。 

・草を刈るのも楽しみ。 

・寅さんに会える。 

・みずべりんぐ 夏の水辺で乾杯のできる

ところ。 

 



 

- 3 - 

 

   

（２）悪いと感じるところ 

○水環境 

・水と触れ合えない。 

・水が汚い。 

・水が綺麗ではない。 

・昔は綺麗だった。今は汚い。 

・木売落としの汚れが気になる。 

・農業用水が元となっているので水が汚い。 

・一度川で泳いでみたいが、臭いだろうか。 

 

 

・ゴミが流れているときがある。 

・ボートに乗って海まで出たが、ゴミが多

く浮かんでいる。 

・下水道普及率が100%ではない。 

・中川台より先の土手は草刈ができていな

い。 

 

○水害 

・水害。 

・氾濫のおそれ。 

・大雨が降ると水害が怖い。 

・雨がたくさん降った時は不安。 

 

 

・台風（大雨）による増水。 

・台風の時などの水害。 

・台風になると水が増えて怖い。 

・ここ数年中川が氾濫しそうで怖い。 

○景観 

・川らしくない。 

・堤が高く川自体が見えない。 

・夏に草が伸びる。 

 

 

・犬のフンがたくさんある。 

・用水路に季節により水が無いのでもった

いないと感じる。 

○渋滞 

・橋が混む。 

 

 

○安全 

・水の事故。 

・水難事故心配。 

・水辺まで降りられない。 

 

 

・川に落ちる。（子ども対する危険性） 

・風が強い。吹きさらし。 

○釣り 

・釣りができない。 

 

 

・釣りが出来なくなった。 
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（３）エピソード 

・昔より川が綺麗になった。 

・川に沢山シジミがいた。今はいるのか。 

・船で潮干狩りに行った。 

・昔船で吉川から潮干狩りに行きました。 

・船を作って泳いだ。 

・屋形船に乗りました。 

・今は蓋がされてしまった第二大場川で魚

採りしました。ウニクスの東側。 

 

・鮭の稚魚を放流しました。 

・二郷半用水の駅南側の河川敷で木の上に

秘密基地を作った。 

・土手すべりをしました。 

・子どもを水遊びさせた。 

・目指せ！！川ガキ。 

・7月 7日 17時 7分水辺で乾杯やりま 

した。 
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３．改善する（より良くする）ための取組みや河川整備 

○イベント 

・川のイベントは定期的に各シーズン行っ

てほしい。 

・季節感のあるイベントを行うことで親し

みやすさがアップする。 

・月の公園でイベント。 

 

 

・提灯などを付けてライトアップして夜の

夜景を良くしてみたら。 

・鮭の放流を続ける。 

・ナマズ釣りイベント。 

・釣り堀を作って欲しい。 

 

○水質改善 

・海の環境改善で使われている鉄鋼スラグ

を河川で使うなどの実験的な取組みを

してみる。 

 

 

・川は芝川のような環境を考えた水質改善。 

・下水道への接続をもっと推進して綺麗な

川に。 

○水害対策 

・川を利用した防災対策を。船の活用。 

・災害時に船で物資を運べるように。 

・川で遊ぶことが出来る安全な川に。子ど

ものときの悲しみを繰り返さないため

に。 

 

 

・防災、減災の面から中川に近い地域は、

住宅密集地域で、消防車が入りにくいと

ころもある。川の水を消火活動に利用し

たり、堤防を改良できないだろうか。 

 

○護岸整備・堤防整備 

・川へ降りる階段を作る。 

・水辺近くまで降りられるように整備でき

たらよい。 

・水辺に近づきやすい護岸 中川台の桜の

時期に桜まつり、チューリップ祭り 

・河川敷の整備 船の整備所を作る。川に 

落ちないようにする。 

・河川敷への植樹（記念植樹等）。 

・土手を高くして欲しい。 

・土手に花壇を作る。 

 

 

・中川の土手にベンチ等を設置し、憩いの

場所に。 

・桜並木を延ばしてほしい。 

・中川台のように桜が見られるように。堤

防の上は河川法でダメなようなので。 

・綺麗な土手でお願いします。ｂｙ下河岸 

・大場川に遊歩道を作る。 

・中川にもサイクリングロードを作って欲

しい。 

・資料の５の完成後の状況のようなものが

欲しい。 

 

○街並み・景観 

・昔の古き良き吉川の復活、松の湯近辺。 

・川に近いエリアの街並みの見直し。 

・自治会に協力してもらい土手の草刈り。 

 

 

・景観を活かして散歩する人が増えるよう

に休憩場所が欲しい。 

・景観が楽しめるスポット（川沿い）を増

やす。 
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○川の駅・船着き場 

・川の駅を作る。 

・川の駅を作る。 

・川の駅をつくり商業の発展を。 

・水辺に吉川市の物産をＰＲできる施設と

川の駅。 

・茨城県久慈川にある川の駅みたいなのが

あったらいいのに。 

・船着き場を作って欲しい。 

・吉川橋付近に船着き場。 

・ヨットハーバーが欲しい。 

・トイレを作って欲しい。 

・土手の下などにトイレの設置。 

 

 

・多くの人が川に親しめるように川の近く

にカフェなどをつくる。 

・川床を作って憩いの場とする。飲食、貸

ボートなど 

・京都の鴨川みたいにする。 川もあり、

料亭もある。 

・水上バスを運行し、通勤や、川遊び、災

害時に物資や人を運ぶ。 

・東京六大学ボート部の練習場として誘致

する。 

 

 

○その他 

 ・川をアピールできる情報誌。 
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４．発言された内容 

○良いと感じるところ 

・江戸川河川敷の本多静六の森について 

＜市民意見＞ 

⇒ 明治神宮を設計した博士である、本多静六博士の森であり、永い年数をかけて本当の

森にしようという取組みが面白いと感じています。 

＜国土交通省職員解説＞ 

⇒ 吉川市、埼玉県、国土交通省、地域の皆さんの取組み、お話の内容は江戸川の河川堤

防に植えてある森のことと思います。江戸川河川事務所では、堤防の標準断面の外に樹

種をえらんで植えています。将来的に森になるようにたくさんの木々を植えている取組

みです。 

・水辺で乾杯について 

＜国土交通省職員解説＞ 

⇒ 国土交通省で応援している「ミズベリング」という取組みのひとつです。「ミズベリ

ング」は、簡単に説明すると水辺で遊ぼうという取組みであり、例えば７月７日の川イ

ベントでは、夜７時７分に水色のグッズを身に付け、好きな飲み物を持参し乾杯すると

いう活動が２０１５年から続けられています。 

＜市民意見＞ 

⇒ 青色のグッズを身に付け、好きな飲み物を持参し集まって乾杯するという取組みを、

市内の上河岸でも開催しています。川を感じ、さらには、自分のまちのこういう場所が

あるということを感じてもらうことで、川の良さを認識してもらいたいと考えていま

す。国土交通省ホームページで知ったもので、３年前から開催しています。イベント時

には市内の料亭で食事などもしています。 

・鮭の放流について 

＜市民意見＞ 

⇒ 毎年３月３日、市内小学校のボランティアで鮭の放流を行っています。地元市民団体

の協力の元、吉越橋の手前より放流をしています。震災の年から行っているため、今年

で８回目です。川の環境が良くなれば、鮭が遡上してくる姿を見ることができるのでは

ないかと考えています。 

利根川では大堰の魚道にガラス張りの水槽のようなものが設置されており、横から観

察できるようになっています。 

＜国土交通省職員解説＞ 

⇒ 利根川には、飲み水や農業用水を確保する為に「利根大堰」という施設が設置されて

います。利根川を横切る施設であるため、環境に配慮した「魚道」というものが設置さ

れています。その魚道の状況観察のために設置されているものが、利根川にあるガラス

張りの「大堰自然の観察室」です。 

⇒ お話を伺いましたところ、ガラス張りの施設があると、放流した鮭が観察できるので

はないか。という主旨と理解しました。 

⇒ 中川に設置するというお話を始める前に、まず、実際に鮭がいるかどうかが肝心です。 
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国土交通省は、水辺の国勢調査では魚類調査を実施しているので、実際にいるかいな

いかをチェックすることができるのではないかと考えます。しかし、魚類調査は１０年

に１度となっているので、目撃事実等があれば報告を御願いしたい。 

⇒ 前述の「観察室」のような施設は、堰の設備として設置しているものです。中川で河

川内に流水を阻害する設備となるため作ることは非常に困難と考えます。 

 

＜市民意見＞ 

⇒ 現状、放流しているから川をきれいに使おうなどといった呼びかけのみとなっている

ため、遡上のタイミングで実際に獲ったり、戻ってきているか確認ができれば嬉しいと

感じています。 

○エピソード 

・川ガキについて  

※川ガキとは…川に学び、川で楽しく遊ぶ子供の愛称（県ホームページより） 

＜市民意見＞ 

⇒ 子どもの健全育成を目指しているため、県でも推進している「川ガキ」が復活してほ

しいと思っています。 

・舟（屋形船）について 

＜市民意見＞ 

⇒ 以前、発砲スチロールで舟を作り、川を渡るチャレンジをしたことがあります。 

⇒ 昔この近くに船着き場があり、そこから出ている屋形船でお酒を楽しんだ思い出があ

ります。 

⇒ 以前、屋形船を経営しており、すごく面白かったが、不法係留や保険料の関係でやめ

たという経緯があります。 
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○改善する（より良くする）ための取組みや河川整備 

・川の駅について 

＜市民意見＞ 

⇒ 自分が体験したわけではないが、川の駅にて子どもが水の中で楽しく遊んでいたと聞

いたことがあります。吉川にも川があるので、そういった体験ができる施設等がほしい

と考えています。 

・屋形船の活用について 

＜市民意見＞ 

⇒ 以前の屋形船は、料理やお酒を楽しむ場というイメージがあるが、交通機関・移動手

段として幅を広げれば面白みがあり、話題性もあり、集客できるのではないかと考えて

います。 

・川との関わりについて 

＜市民意見＞ 

⇒ 昔は川で泳いだりして遊んでいました。思い出の一つとして、小学校２年生から３年

生に進級する際には、川を横断することが一つの目標となっていました。 

近くにスイカ畑があり、食べた思い出があります。また、川底が砂地でもあったため、

シジミも獲ることができました。 

さらに、川から見る日の出や夕日はとてもきれいであり、どこから見るのがきれいか

などと考えていました。 

・川と関わるイベントについて 

＜市民意見＞ 

⇒ ２年ほど前から、中川を活かしたまちづくりについて考えており、どんなまちなら良

いだろうかという考えから、「水辺で乾杯（ミズベリング）」にたどり着きました。 

年長者が口にする「昔は良かった」というものに憧れており、そういったまちにした

いと考えています。 

吉川の財産である川を活かし、川を感じるためには、川床や川の駅などといった商業

的な部分も必要だが、絵や工房といった市内に点在している文化的な部分を集中させる

ことも必要ではないかと考えています。 

平時は楽しい場として活用し、災害時は避難場所として、都内から川を使った物資運

搬場所という活用方法もあります。平時に入れない場所であれば、緊急時も入れないの

ではないかと感じています。 
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５．その他の意見や感想など 

 

＜ソフト事業に関連すると思われるもの＞ 

・誰もが足を運びたくなるイベントをたくさん行ってもらって、川に対しての意識を高め

てください。 

・関公園周辺で行っている、さくらイベントとコラボするような形で盛り上がるのでは。 

・サイクリング大会（江戸川にて）。吉川からディズニーランドまで。吉川から桐生まで。 

・水上運動会。 

・ボートレース。 

・釣り大会。（シーバス、なまずフィッシングで有名なようです。） 

・魚釣り大会。 

・しじみ採り。 

 

＜ハード事業に関連すると思われるもの＞ 

・川の駅 

・川の駅がほしい！吉川橋付近に！ 

・川の駅を吉川橋、上河岸付近に！（船着き場） 

・色々と活用できる川の駅がほしい。 

・川床や物販などがある川の駅がほしい。 

・船着き場（都内からの大型の船が着けるような） 

・吉川橋付近に船着場を作って欲しい。上河岸でないとダメなんです。 

・ボート乗り場 

・川遊び 

・川遊びができる安全な場所 

・子どもたちがボート等に乗って中川で遊べるような場所ができるといいなと思います。 

・親水公園 

・吉川橋の歩道橋より、土手に降りられるようにしてほしい。 

・吉川小学校が行う、持久走大会の時に、保護者が応援しやすい環境になって欲しい。 

・なまず水族館 

・災害時に川が使えるといいと思いました。 

・屋形船が夏の間に出ていたら吉川の良い宣伝になるのでは。 

・吉川小は避難場所になっています。土手はコンクリートやテトラポッドがなく、川の水

が溢れてきたら危険だと思う。 

・桜の花を見たいです。 

・ハイキングコースを整備してほしい 
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＜ソフト事業・ハード事業双方に関連すると思われるもの＞ 

・屋形船で花火が見たい 

・高校、大学対抗ボート大会 

 

＜感想＞ 

・とても有意義なキャラバンでした。 

・地元吉川でこのような取組みが行われていることを初めて知りました。これからも参加

できるときはなるべく参加していきたいです。 


